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1．シェアリングエコノミーの現状

• 認知度

47.552.5

知っている

知らない

利用経験者
利用経験者は
15．4％

[2]
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1．シェアリングエコノミーの現状

• 利用経験者の年代

→10代～70代の中で、

20代と30代の若年層が6割を占めている[2]
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1．シェアリングエコノミーの現状

• シェアリングエコノミーの役割

①遊休資産の活用

②地域社会の活性化[1][7]

③環境に優しい

• 新型コロナウイルスの影響

→「シェア」への抵抗

シェアリングの種類によって影響が異なる
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2．課題

•情報の非対称性[5][6]

→市場の正常な取引を妨害

•法的整備が整っていない[4]

→労働者であるのに法的保護受けられない状況

6



3．企業の取り組み

• 株式会社メルカリ[3]

→安心・安全な取引のために

①レビューシステム

②公的機関との連帯

③本人確認強化

出典：https://about.mercari.com/ 7



4．提案

• 若年層への宣伝

→利用者が多い年代である

情報の非対称性問題が起こりにくい
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